
ストレスチェックの実施と活用

枚方市教育委員会 学校教育室（教職員担当）

←首席による「先生が幸
せに働く学校づくり研修」
を春夏秋に開催。右写真
は、各々の考える幸せな
働き方を職員室に掲示し
たもの。それぞれの価値
観を知り、共有ゾーンを探
る。

ストレスチェックの目的
◎教職員自身のストレスへの気づき及びその対処の支援を通じ
て、メンタルヘルス不調となることを未然に防止すること。

◎受検後、集団ごとの集計・分析結果を各所属長に提供し、学校
でよりより職場環境づくりに役立てること。

よりよい職場環境をつくろう！（※業務改善推進校10校の結果より）

受検率が100％に近いほど、自校の正確な実態把握ができます。
グラフは推進校の受検率です。メンタルヘルス不調防止に向けた実態把握に対する意識の高さが伺えます。
全ての学校において、よりよい職場環境づくりのために、何を改善すべきか、各校の強みと弱みを見つける
ためにも全員受検をめざしましょう。

【ストレスチェック前年度比較】
（※受検率R2：44.8％ R3：92.9％）

受検率が大幅UP!!

■「職場の対人関係上のストレス」
5.8（R2）➡5.1（R3） （※全国平均6.3）

「0.7ポイント」改善！
■「同僚からの支援」
9.4（R2）➡9.6（R3） （※全国平均8.2）

「0.2ポイント」上昇！

学校の働き方改革と聞くと、「業務の効率化やスクラップ」「時間外勤務時間」に焦点が当たりがちです
が、『教職員間の人間関係』こそ大事な要素であると考えます。
『先生が幸せに働ける学校』が『子どもたちが輝く学校』に繋がっていくとの思いで、教師一人一人の能
力・経験・創意工夫を最大限に発揮できる「チームビルディング」に取り組んでいます！

蹉跎小学校の結果（学校からの分析報告より）



①仕事の負担 ②仕事のコントロール度 ③メンタル不調・不安感等 ④支援

明倫小学校の結果（学校からの分析報告より）

【ストレスチェックR3前期・後期比較】
（※受検率 前期：100％ 後期：100％）

■「職場の対人関係上のストレス」
6.2（前期）➡4.7（後期）（※全国平均6.3）

「1.5ポイント」改善！
■「同僚からの支援」
8.8（前期）➡9.6（後期）（※全国平均8.2）

「0.8ポイント」上昇！

蹉跎東小学校の結果（学校からの分析報告より）

■「働きがい」 ■「上司からの支援」
3.7↑↑（※全国平均2.6） 10.1↑↑ （※全国平均6.6）

■「同僚からの支援」 ■心理的な仕事の負担度
10.1↑↑ （※全国平均8.2） 10.3↓↓（※全国平均8.0）

・分析項目「②仕事のコントロール度領域」が、すべて全国平均より高い。
・且つ「④支援領域」においても、すべてが全国平均以上。
・「①仕事の負担」は高いが、②④が高いことにより、メンタル不調防止のための
組織的な取組ができている。

①が高く、②が低く、④の少ない職場の
場合に、最もストレスや健康被害が発生
しやすくなります。

重要なのは、否定的側面（①が高い）
への対処を、組織的に取組むこと。負担
をどのように有効に回避・軽減するか、
肯定的側面、充実感等をどのように得
やすくし、自己肯定につなげるか、具体
的な方策（②や④を高める）を検討する
ことです。

※分析結果の見方については、労働安全衛生総合研究所
山本健也医師からのご助言をもとにしています。

やらなくてはならないことは、ぶれずに示し、校長
に裁量のあることは先生の思いや考えを聞きな
がら運営しています。先生たちに納得感を持って
もらうことは大切です。まず、教頭と担任外メン
バーに方針を共有することで、学校の機能が高
まっていると考えています。ただ指示をするという
よりは、「一緒に頑張ろうね」というスタンスでいま
す。ブログも有効活用していて、先生たちの頑張
りを発信することを大切に考えています。

明倫小 麻生校長先生

ビジョンを明確にしています。研究指定等で、人的支援を頂いていると
いうことは、結果を出すことを求められて当然で、それによって市全体
を良くする役割を担っているということも伝えています。求めるものが
高めなので、負担に思っていることもあると思いますが、先生たちのこ
とは、家庭で言えば子どものように大切に思っています。基本は「和」
を大切にし、それらは、職員間でも同じだと伝えています。テーマで対
話することもありますし、日頃から声をかけることも大切にしています。

※表は、左から上の分析項目に対応。

【ストレスチェックR3前期結果より】（※受検率100％）

蹉跎東小 桐山校長先生

↓ ストレスチェック実施後に各校に送付する分析項目


